翌朝 灸 はいつ もより 早く 起きて 来た。 雨 はま だ 降つ 

ていた。 家々 の 屋根 は 寒そう に 濡れて いた。 鶏 は 庭 

すみ かたま 

の 隅に 塊 つていた。 

灸は 起きる と 直ぐ 二階へ 行った。 そして、 五 号の 部 

しょうじ のぞ ふとん ぇリ 

屋の 障子の 破れ目から 中を視 いてみ たが、 蒲団の 襟 か 

まるまげ 

ら出 ている 丸鬆と かぶらの 頭が 二 つ 並んだ まま まだな 

かな か 起きそう にも 見えな か つ た。 

灸は 早く 女の子 を 起したかった。 彼 は 子供 を 遊ばす 

とま 

ことが 何よりも 上手であった。 彼 はいつ も 子供の 宿つ 

たと きに 限って する ように、 また 今日 も 五 号の 部屋の 

前 を ハ$ つたり 来たりし 始めた。 次に は 小さな 声で 歌 を 



少し ふくれた が、 直ぐ また 黙って 箸 を 持った。 彼の 椀 

しお 

の 中で は 青い 野菜が 凋れ たま ま 泣いて いた。 

三度 目に 灸が五 号の 部屋 を視 くと、 女の子 は 座蒲団 

を 冠 つ て 頭 を 左右に 振 つていた。 

「お 嬢ち やん。」 

灸は 廊下の 外から 呼んで みた。 

「お 這- ^りなさい な。」 と、 婦人 はいった。 

灸は 部屋の 中へ 這 入る と 暫く 明けた 障子に 手 を かけ 

て 立って いた。 女の子 は 彼の 傍へ 寄って 来て、 

「アツ、 アツ。」 といいながら 座蒲団 を灸の 胸へ 押しつ 

けた。 



夢中に なった。 顔が 赤く 熱して 来た。 

「H へ H へ H へ H へ。」 

いつまでも 続く 女の子の 笑い声 を 聞いて いると、 灸 

あお 

はもう 止まる ことが 出来なかった。 笑い声に 煽られる 

ように 廊下の 端まで 転がって 来る と 階段が あった。 し 

さかさま 

かし、 彼に はもう 油が のって いた。 彼 はまた 逆様に 

すそ 

なって その 段々 を 降り出した。 裾が まくれて 白い 小さ 

な 尻が、 「ワン、 ワン。」 と 吠えながら 少しずつ 下がつ 

ていった。 

「H へ H へ H へ H へ。」 

女の子 は 腹 を 波打た して 笑い出した。 一一、 三 段 ほど 



下りた ときであった。 突然、 灸の尻 は 撃 たれた 鳥の よ 

うに 階段の 下まで 転った。 

「二へ H へ H へ H へ。」 

階段の 上で は、 女の子 は 一層 高く 笑って 面白がった。 

「ェへ H へ H へ H へ。」 

物音 を 聞きつ けて 灸の 母は馳 けて 来た。 

「どうしたの、 どうしたの。」 

母 は灸を 抱き上げて 揺って みた。 灸の顔 は 揺られな 

がら 青くな つてべ たりと 母親の 胸へ ついた。 

「痛い か、 どこが 痛い の。」 

灸は眼 を 閉じた まま 黙って いた。 



母 は灸を 抱いて 直ぐ 近所の 医者の 所へ 馳 けつけ た。 

医者 は 灸の顔 を 見る と、 「アツ。」 と 低く 声 を 上げた。 

灸は 死んで いた。 

その 翌日 もまた 雨 は 朝から 降って いた。 街へ 通う 飛 

脚の 荷車の 上に は 破れた 雨合羽が かかって いた。 河に 

いかだ どこ さかぐら さかお け 

は 山から 筏が 流れて 来た。 何処かの 酒 庫から は 酒 桶 

の 輪 を 叩く 音が 聞え ていた。 その 日 婦人 はまた 旅へ 出 

ていった。 

「いろいろ どうもありがとう こざいまして。」 

彼女 は 女の子の 手 を 持って 灸の 母に 礼 をい つた。 

「では 御 気 嫌よ ろしく。 I 
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